
（ 令 和 ７ 年 度版 ）

Ｑ：時期や期間 は？ Ａ：前期実習 ６月 ９日（月）～ ６月２０日（金）＜１０日間 ＞
夏季実習 ７月２８日（月）～ ８月 １日（金）＜ ５日間＞
後期実習 １１月 ５日（水）～１１月１８日（火）＜１０日間 ＞
冬季実習 １月 ７日（水）～ １月 ９日（金）＜ ３日間＞

※ 基 本 的 に 土 日 、 祝 日 を 除 い た 、 上 記 の 日 程 で 設 定 し て お り ま
す が 、 日 数 や 時 間 は 事 業 所 様 の 御 都 合 に 合 わ せ ま す 。 ま た 、
必要に応じて、他の時期に依頼することもあります。

Ｑ：実習中の事故は？ Ａ：学校で加入している保険で補償されます。
Ｑ：報酬及び経費は？ Ａ ： 実 習 は 授 業 の 一 環 と し て 行 っ て い ま す 。 賃 金 ・ 報 酬 な ど の 支

払いは必要ありません。交通費・昼食も本人が負担します。
Ｑ：通勤は大丈夫？ Ａ ： 高 等 部 ２ 年 生 は 学 校 又 は 自 宅 か ら 事 業 所 へ 出 勤 し ま す 。 高 等

部 ３ 年 生 は 自 宅 か ら 事 業 所 へ 出 勤 し ま す 。 必 要 に 応 じ て 、 保
護者、職員が通退勤の見届けをします。

Ｑ：実習評価って何？ Ａ ： 実 習 後 に 、 課 題 を 明 確 に し 、 今 後 の 指 導 に 生 か す こ と や 、 保
護 者 と の 面 談 で 活 用 さ せ て い た だ く た め 、 実 習 ノ ー ト や 評 価
票への記入をお願いしています。

の に向けて
御協力くださ い ！

特別支援学校で学ぶ 生徒たちの

特別支援学校とは…

小学部、中学部、高等部があります。
児童生徒の障害は様々ですが、一人一人

の能力を伸ばし、特性を生かす教育活動を
推進しています。自立と社会参
加を目指して努力する児童生徒
を育成するために、作業学習等
の学習に取り組んでいます。

作業学習とは…

中学部と高等部では、「木工」「窯業」「農耕」
「縫製」「リサイクル」「ビルクリーニング」など、
ものづくりやサービスに関する
活動を通して、働く意欲、関心、
態度や 様々な知識、技 能を身に
付ける学習をしています。

職場実習とは…
卒業後の自立と社会参加を目指して高等

部では、「校内実習」「現場実習」「地元実習」
を行っています。
就職希望の生徒は、企業の皆様の御理解

と御協力を得ながら、実習を重ね、卒業後
に就職し、企業の一員として活躍していま
す。

実習をお願いするにあたって…

秋田県立横手支援学校 裏面もごらんください

1 0 0円 シ ョ ッ プ で の 品 出 し 給 食 セ ン タ ー で の 清 掃



・ 秋 田 エ プ ソ ン ＜ プ リ ン タ ー の 設備管 理 、 ・ 薬 王 堂横手赤坂店 ＜ 品 出 し ＞
生 産管 理 、 外 装取付 、 ＞ ・ 薬 王 堂横手大雄店 ＜ 品 出 し ＞

・ 品 川 合 成製作所 ＜ 部 品 の製作 ＞ ・ ツ ル ハ ド ラ ッ グ 横手平和町店 ＜ 品 出 し ＞
・ 北 斗 通 信工業 ＜ 部 品 の組 立 ＞ ・ マ ッ ク ス バ リ ュ 十 文 字南店
・ 日 立 Ａ ｓ ｔ ｅ ｍ ｏ ＜ ハ ー ネ ス の 取付 、 清 掃 ＞ ＜ 野 菜 ・ 果 物 の 荷下 ろ し 、 仕 分 け ＞
・ サ テ ラ イ ト 型 特別 養護老人ホ ー ム桜 お か だ ・ セ リ ア イ オ ン 横手 店 ＜ 品 出 し 、 前 出 し ＞

＜ 清 掃等 ＞ ・ 菅 与 食品 リ サ イ ク ル ＜ 仕 分 け ＞
・ シ ョ ー ト ス テ イ え が お ＜ 介 護補助 ＞ ・ コ メ リ ハ ー ド ＆ グ リ ー ン 横手店 ＜ 品 出 し ＞
・ 特 別 養 護老人ホ ー ム花む つみ ＜ 介 護 補助 ＞ ・ ス タ ー バ ッ ク ス コ ー ヒ ー 横手店 ＜ 清 掃等 ＞
・ 日 産 横 手店 ＜ 洗 車 、 整 備補 助 ＞ ・ メ フ ォ ス ＜ 調 理補助 、 清 掃 ＞
・ ヨ コ ウ ン ＜ 出 荷作業 、 ピ ッ キ ン グ ＞ ・ 西 山 製作 所 ＜ パ イ プ の 先端削 り ＞
・ ヴ ァ ル モ ー ド ＜ た た み 作業 ＞ ・ す こ や か 横手 ＜ 清 掃等 ＞
・ 雄 幸 ＜ 解 体現 場 の ご み集 め 、 畑 作 業 等 ＞ ・ 特 別 養護 老人 ホ ー ム さ く ら ＜ 清 掃 等 ＞
・道の駅十文字＜清掃、品出し等＞

た く さ ん の 事業所様か ら 協力い ただ き ま し た

【問い合わせ・連絡先】

秋田県立横手支援学校
〒 013－0064 秋 田 県 横手市赤坂字仁坂 105番 地 1

Ｔ ＥＬ 0182－ 33－ 4167
Ｆ ＡＸ 0182－ 33－ 4266

［ HP]http :/ /www.yokote-s .ak i ta-pref .ed . jp
高 等 部主事：柴田 豪 進路指導主事：佐々木 祐

○支援のポイント～待つこと～
知的障害者の習熟の仕方は全般的に時間がかかります。作業する最初の頃は言われ

たことが理解できていなかったり、伝わっていなかったりして担当者が時間を取られ
るので、事業所では負担に感じられることがあるかもしれません。それでも繰り返し
指導していると、進歩と後退を繰り返しながら、ゆっくりと成長します。手順をいっ
たん飲み込めば、集中力を発揮して、生産力を高めていきます。

≪知的障害とは…≫
・計算や読み書き、意思の疎通が難しいなどの、様々な特徴が見られます。
・学習したことが実際の場面で応用しにくいことや、自己判断が難しい場合もあります。
・抽象的な内容より、具体的な内容の方が理解しやすく、身に付きます。

このような特徴から、「できないから、やってあげよう、代わってあげよう」とい
うことが重なり、自分で考え、体験する機会を失ってしまうことが多くあります。そ
れが、結果としてハンディキャップとなってしまいます。
時間をかけて実際に体験することで、作業内容等を覚えることができ、障害の特性

と仕事内容がマッチングすれば大きな力を発揮することができます。

令和６年度の主な実習先と作業内容


